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１ 地域学校協働活動における
社会教育士への期待

Ieraishan（夜来香）
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①地域学校協働活動関係者として

②学校関係者として

③地域活動関係者として

地域学校協働活動における
社会教育士の活躍の場面について

◎統括的な地域学校協働活動推進員
◎社会教育指導員
○地域学校協働活動推進員

○地域連携担当教職員
△学校管理職（校長、副校長、教頭等）
△学校運営協議会委員（特に委員長）

・学校支援ボランティア
・地域活動実践者

積極的に取得

できれば取得

取得で有効

取得で効果

社会教育士の称号

地域学校協働活動における社会教育士への期待 



4

地域学校協働活動の担い手と社会教育士の履修内容（井上作成）

社会教育の意義・生涯学習社会と学校・家庭・地域（概）

効果的な学習プログラムの編成（支）

ファシリテーション技法（支）

社会教育行政の経営戦略（経）

社会教育における地域人材の育成（経）

学習支援に関する教育理論（概）

社会教育行政と地域活性化（経）

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員

統
括
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
連
携
担
当
教
員

主な履修内容 知識・技術の活用

管
理
職

運
協
委
員
長

実
践
者

概：生涯学習概論 支：生涯学習支援論 経：社会教育経営論

地域学校協働活動における社会教育士への期待 
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地域学校協働活動の担い手と社会教育士の履修内容（井上作成）

社会教育の意義・生涯学習社会と学校・家庭・地域（概）

効果的な学習プログラムの編成（支）

ファシリテーション技法（支）

社会教育行政の経営戦略（経）

社会教育における地域人材の育成（経）

学習支援に関する教育理論（概）

社会教育行政と地域活性化（経）

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員

統
括
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
連
携
担
当
教
員

主な履修内容 知識・技術の活用

管
理
職

運
協
委
員
長

実
践
者

概：生涯学習概論 支：生涯学習支援論 経：社会教育経営論

社
会
教
育
士
と
し
て
の
知
識
・
技
術
の

活
用
が
特
に
期
待
さ
れ
る
！

地域学校協働活動における社会教育士への期待 
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学 校 地 域

自治会
公民館図書館

博物館ＰＴＡ

企業・
ＮＰＯ

関係団体

放課後
子供教室

地域学校協働活動

生徒会

同窓会

職員会議

学校づくり 地域づくり

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

地域学校協働本部

地
域
住
民
へ
の

学
校
情
報
の
発
信

地
域
人
材
の
協
働
活

動
へ
の
誘
導

協
働
活
動
か
ら
地
域

活
動
へ
の
誘
導

地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
へ
の
誘
導

地
域
住
民
の
自
主
的

な
地
域
課
題
の
解
決

教
員
へ
の
地
域
情

報
の
発
信

地
域
の
教
育
資
源

の
活
用
促
進

社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
の
実
践

学
校
運
営
の
改
善

継
続
的
な
、
地
域
と

の
連
携
体
制
の
確
立

学校運営協議会

地域学校協働活動

教 員
地域学校協働活動推進員

統括的な地域学校協働活動推進員
指導主事 社会教育主事・社会教育指導員

地域連携担当教員校長・教頭

発展 学校づくりの段階 初期 初期 地域づくりの段階 発展
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学 校 地 域

自治会
公民館図書館

博物館ＰＴＡ

企業・
ＮＰＯ

関係団体

放課後
子供教室

地域学校協働活動

生徒会

同窓会

職員会議

学校づくり 地域づくり

地
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も
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学
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づ
く
り
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域
づ
く
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発
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域
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材
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働
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域

活
動
へ
の
誘
導

地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
へ
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誘
導
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域
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的
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域
課
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解
決

教
員
へ
の
地
域
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地
域
の
教
育
資
源

の
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促
進

社
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開
か
れ
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教
育
課
程
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学
校
運
営
の
改
善

継
続
的
な
、
地
域
と

の
連
携
体
制
の
確
立

学校運営協議会

地域学校協働活動

教 員
地域学校協働活動推進員

統括的な地域学校協働活動推進員
指導主事 社会教育主事・社会教育指導員

地域連携担当教員校長・教頭

発展 学校づくりの段階 初期 初期 地域づくりの段階 発展

社
会
教
育
士
の
取
得
を
期
待
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２ 栃木県の地域連携教員制度

Francis Dubreuil
John Paul II
Jubilee Celebration
Jude the Obscure
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地域学校協働活動の担い手と社会教育士の履修内容（井上作成）

社会教育の意義・生涯学習社会と学校・家庭・地域（概）

効果的な学習プログラムの編成（支）

ファシリテーション技法（支）

社会教育行政の経営戦略（経）

社会教育における地域人材の育成（経）

学習支援に関する教育理論（概）

社会教育行政と地域活性化（経）

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員

統
括
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
連
携
担
当
教
員

主な履修内容 知識・技術の活用

管
理
職

運
協
委
員
長

実
践
者

概：生涯学習概論 支：生涯学習支援論 経：社会教育経営論

栃
木
県
で
は
地
域
連
携
教
員
を
設
置

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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地域学校協働活動の担い手と社会教育士の履修内容（井上作成）

社会教育の意義・生涯学習社会と学校・家庭・地域（概）

効果的な学習プログラムの編成（支）

ファシリテーション技法（支）

社会教育行政の経営戦略（経）

社会教育における地域人材の育成（経）

学習支援に関する教育理論（概）

社会教育行政と地域活性化（経）

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員

統
括
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
連
携
担
当
教
員

主な履修内容 知識・技術の活用

管
理
職

運
協
委
員
長

実
践
者

概：生涯学習概論 支：生涯学習支援論 経：社会教育経営論

栃
木
県
で
は
地
域
連
携
教
員
を
設
置

社
会
教
育
主
事
有
資
格
教
員
を
原
則

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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地域学校協働活動の担い手と社会教育士の履修内容（井上作成）

社会教育の意義・生涯学習社会と学校・家庭・地域（概）

効果的な学習プログラムの編成（支）

ファシリテーション技法（支）

社会教育行政の経営戦略（経）

社会教育における地域人材の育成（経）

学習支援に関する教育理論（概）

社会教育行政と地域活性化（経）

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員

統
括
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

地
域
連
携
担
当
教
員

主な履修内容 知識・技術の活用

管
理
職

運
協
委
員
長

実
践
者

概：生涯学習概論 支：生涯学習支援論 経：社会教育経営論

栃
木
県
で
は
地
域
連
携
教
員
を
設
置

社
会
教
育
主
事
有
資
格
教
員
を
原
則

社
会
教
育
主
事
講
習
で
の
学
び
を
期
待

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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（１）地域連携教員の設置
・平成26年度から全公立学校（小学校、中学校、
義務教育学校、県立学校、特別支援学校）に
設置。

・地域連携に関する学校の窓口を明確にするこ
とで、校内の体制を整備し、学校と地域が連
携した教育活動を生涯学習の視点から効果的・
効率的に展開する。

・児童生徒の学習意欲や学力、社会性の向上等、
生涯にわたって生きる力を育むとともに地域
に根ざした特色ある学校づくりを推進する。

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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（２）地域連携教員制度のスキーム

活
動
づ
く
り

連携活動

ＢＡ

学 校 地域の学校支援組織

教員 住民

連携

地域のコーディネーター地域連携教員

体制づくり

Ｃ

市町村の社会教育主事

地域づくり学校づくり

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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（３）地域連携教員制度の内容

設 置 「地域連携教員」として、校長が指名し校務分掌に位置づける。

指名要件 「社会教育主事有資格教員」を指名する。

難しい場合には、資格の有無にかかわらず適任者もしくは教頭
を指名する。

職 務
（１）地域と連携した取組の総合調整 （プランナー：企画者）

（２）地域と連携した取組の連絡調整や情報収集

（コーディネーター：調整者）

（３）地域と連携した取組の充実  （アドバイザー：助言者）

校内体制 校内に「地域連携係」等を設置し、地域連携教員を配置する。

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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各校１名の有資格教員の配置を目指した社会教育主事講習への派遣

社会教育主事有資格教員の全校配置計画背景①

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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１，０９４名 （小・中・義校・高・特支）
※全教員数 15,859名

社会教育主事有資格教員の状況

有資格教員数

学校配置率 小・中・義務教育学校 ８１．３％
県立学校（県立中含む） ７４．４％

約８割の学校に有資格教員が在籍

※令和5年４月現在

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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栃木県総合教育センター調査（Ｈ２４）

【有資格教員の認識】

→有資格教員として活動したくてもできない教員も多い。

背景② 有資格教員は資格を生かしたい

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度


Graph1

		校内研修プログラムの企画

		福祉教育やボランティア活動

		学校外の学習機会や施設利用情報の提供

		総合的な学習の時間

		ＰＴＡ活動

		地域の教育資源情報の収集や提供、活用

		学校支援ボランティアのコーディネーション

		地域との交流活動の企画・運営



全体(ｎ=886)

学校で有資格者としての知識や経験が生かせる活動は何か　
（複数回答）上位の回答を表示　(ｎ=886)

0.2449209932

0.2686230248

0.2855530474

0.3363431151

0.3589164786

0.4616252822

0.6241534989

0.7358916479



問9　学校で活かせる活動

		問9　　学校で有資格者としての知識や経験が生かせる活動には、どのようなものが考えられますか。（あてはまるもの４つまで） トイガッコウユウシカクシャチシキケイケンイカツドウカンガ

																小学校(ｎ=447) ショウガッコウ						中学校(ｎ=195) チュウガッコウ

														その他		1.3%				その他		0.0%

														余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		4.5%				学校公開講座・アカデミアとちぎ等の企画		3.6%

														学校公開講座・アカデミアとちぎ等の企画		4.9%				余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		7.7%

														マイチャレンジ、インターンシップ		9.6%				人権教育		8.2%

														人権教育		13.6%				出前講座の企画		15.4%

														出前講座の企画		17.9%				マイチャレンジ、インターンシップ		20.0%

														家庭教育学級の企画立案		19.0%				校内研修プログラムの企画		21.5%

														校内研修プログラムの企画		23.3%				家庭教育学級の企画立案		23.1%

														福祉教育やボランティア活動		24.8%				福祉教育やボランティア活動		28.7%

														学校外の学習機会や施設利用情報の提供		30.0%				学校外の学習機会や施設利用情報の提供		31.3%

														総合的な学習の時間		35.6%				総合的な学習の時間		35.9%

														ＰＴＡ活動		37.6%				ＰＴＡ活動		36.9%

														地域の教育資源情報の収集や提供、活用		50.8%				地域の教育資源情報の収集や提供、活用		40.0%

														学校支援ボランティアのコーディネーション		70.0%				学校支援ボランティアのコーディネーション		49.7%

														地域との交流活動の企画・運営		76.5%				地域との交流活動の企画・運営		69.7%

																高等学校（ｎ=90) コウトウガッコウ						特別支援学校(ｎ=29) トクベツシエンガッコウ

														その他 タ		3.3%				その他 タ		0.0%

														余裕教室（スペース）活用プログラムの立案 ヨユウキョウシツカツヨウリツアン		1.1%				マイチャレンジ、インターンシップ		0.0%

														家庭教育学級の企画立案		3.3%				余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		3.4%

														マイチャレンジ、インターンシップ		13.3%				家庭教育学級の企画立案		3.4%

														出前講座の企画		13.3%				出前講座の企画		17.2%

														総合的な学習の時間		20.0%				学校公開講座・アカデミアとちぎ等の企画		20.7%

														人権教育		21.1%				校内研修プログラムの企画		24.1%

														学校公開講座・アカデミアとちぎ等の企画		23.3%				福祉教育やボランティア活動		24.1%

														学校外の学習機会や施設利用情報の提供		23.3%				学校外の学習機会や施設利用情報の提供		24.1%

														校内研修プログラムの企画		26.7%				総合的な学習の時間		24.1%

														地域の教育資源情報の収集や提供、活用		27.8%				ＰＴＡ活動		24.1%

														学校支援ボランティアのコーディネーション		28.9%				地域の教育資源情報の収集や提供、活用		27.6%

														ＰＴＡ活動		33.3%				人権教育		34.5%

														福祉教育やボランティア活動		38.9%				地域との交流活動の企画・運営		48.3%

														地域との交流活動の企画・運営		66.7%				学校支援ボランティアのコーディネーション		62.1%

																行政(ｎ=125) ギョウセイ						全体(ｎ=886) ゼンタイ

														福祉教育やボランティア活動		23.2%				校内研修プログラムの企画		24.5%

														学校外の学習機会や施設利用情報の提供		24.0%				福祉教育やボランティア活動		26.9%

														校内研修プログラムの企画		32.0%				学校外の学習機会や施設利用情報の提供		28.6%

														ＰＴＡ活動		32.8%				総合的な学習の時間		33.6%

														総合的な学習の時間		35.2%				ＰＴＡ活動		35.9%

														地域の教育資源情報の収集や提供、活用		55.2%				地域の教育資源情報の収集や提供、活用		46.2%

														学校支援ボランティアのコーディネーション		78.4%				学校支援ボランティアのコーディネーション		62.4%

														地域との交流活動の企画・運営		78.4%				地域との交流活動の企画・運営		73.6%

		※　その他の記載について タキサイ		・授業で生かせる。（国語総合及び現代文・古典）

		・サマースクールや子育て支援　　　　 コソダシエン		・社会教育主事有資格者の具体的な活動の研修　　　　　　・地域に根ざす教育 シャカイキョウイクシュジユウシカクシャグタイテキカツドウケンシュウチイキネキョウイク

		・留学生受け入れ時の国際交流プログラムの企画 リュウガクセイウイジコクサイコウリュウキカク		・学校経営（開かれた学校づくり）　　　　　　　　　　　　　　　 　･保護者クレーム対応 ホゴシャタイオウ

		　全体では、「地域との交流活動の企画・運営」で生かせると回答した値が70％を超えている。「学校支援ボランティアのコーディネーション」の値は小学校・行政で高くなっている。また、校種別では、「人権教育」で特別支援学校の値が高い点、「福祉教育やボランティア活動」で高等学校の値が高いことが特徴といえる。なお、平成18年グラフと比較では全体的に高い数値を示しているが、特に「学校支援ボランティアのコーディネーション」については、12.6ポイントも高くなっている。 ゼンタイチイキコウリュウカツドウキカクウンエイイカイトウコガッコウシエンショウガッコウギョウセイタカコウシュベツジンケンキョウイクトクベツシエンガッコウタカテンフクシキョウイクカツドウコウトウガッコウタカトクチョウヘイセイスウチシメトク





問9　学校で活かせる活動

		



小学校(ｎ=447)

　図９－２　　　　　小学校(ｎ=447)



問10　地域で活かせる活動

		



高等学校（ｎ=90)

図９－４　　　高等学校（ｎ=90)
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特別支援学校(ｎ=29)

図９－５　　　　　　特別支援学校(ｎ=29)



		



行政(ｎ=125)

　図９－６　　　　　　　　行政(ｎ=125)



		



全体(ｎ=886)

学校で有資格者としての知識や経験が生かせる活動は何か　
（複数回答）上位の回答を表示　(ｎ=886)



		地域との交流活動の企画・運営		地域との交流活動の企画・運営		地域との交流活動の企画・運営		地域との交流活動の企画・運営		地域との交流活動の企画・運営

		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション

		地域の教育資源情報の収集や提供、活用		地域の教育資源情報の収集や提供、活用		地域の教育資源情報の収集や提供、活用		地域の教育資源情報の収集や提供、活用		地域の教育資源情報の収集や提供、活用

		ＰＴＡ活動		ＰＴＡ活動		ＰＴＡ活動		ＰＴＡ活動		ＰＴＡ活動

		学校外の学習機会や施設利用情報の提供		学校外の学習機会や施設利用情報の提供		学校外の学習機会や施設利用情報の提供		学校外の学習機会や施設利用情報の提供		学校外の学習機会や施設利用情報の提供

		生涯学習校内研修プログラムの企画		生涯学習校内研修プログラムの企画		生涯学習校内研修プログラムの企画		生涯学習校内研修プログラムの企画		生涯学習校内研修プログラムの企画

		総合的な学習の時間		総合的な学習の時間		総合的な学習の時間		総合的な学習の時間		総合的な学習の時間

		福祉教育やボランティア活動		福祉教育やボランティア活動		福祉教育やボランティア活動		福祉教育やボランティア活動		福祉教育やボランティア活動

		家庭教育学級の企画立案		家庭教育学級の企画立案		家庭教育学級の企画立案		家庭教育学級の企画立案		家庭教育学級の企画立案

		学校公開講座の企画		学校公開講座の企画		学校公開講座の企画		学校公開講座の企画		学校公開講座の企画

		人権教育		人権教育		人権教育		人権教育		人権教育

		マイチャレンジ、インターンシップ		マイチャレンジ、インターンシップ		マイチャレンジ、インターンシップ		マイチャレンジ、インターンシップ		マイチャレンジ、インターンシップ

		出前講座の企画		出前講座の企画		出前講座の企画		出前講座の企画		出前講座の企画

		余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		余裕教室（スペース）活用プログラムの立案		余裕教室（スペース）活用プログラムの立案

		その他		その他		その他		その他		その他



小学校
(n=386)

中学校
(n=213)

高校
(n=81)

盲・聾・養
(n=25)

全体
(n=705)

資料３　有資格教員としての知識や経験が生かせる場(H18)

0.6476683938

0.6525821596

0.6049382716

0.64
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0.2469135802
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0.3896713615

0.3209876543

0.48

0.4170212766

0.3808290155

0.3896713615

0.3456790123
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0.3787234043

0.3238341969

0.2863849765

0.2839506173

0.2

0.3035460993

0.3212435233

0.2957746479

0.1358024691

0.24

0.2893617021

0.3005181347

0.2957746479

0.2716049383

0.12

0.2893617021

0.2176165803

0.2488262911

0.4197530864

0.24

0.2510638298

0.1994818653

0.2769953052

0.024691358

0.12

0.2

0.0984455959

0.1220657277

0.2716049383

0.4

0.1361702128

0.1191709845

0.103286385

0.1728395062

0.32

0.1276595745

0.0518134715

0.2441314554

0.0617283951

0.04

0.1106382979

0.0906735751

0.1267605634

0.1604938272

0.12

0.1106382979

0.0388601036

0.0281690141

0.049382716

0.04

0.0368794326

0.0077720207

0.0046948357

0.012345679

0.04

0.0085106383



		



中学校(ｎ=195)

図９－３　　　　中学校(ｎ=195)



		問10　地域で有資格者としての知識や経験が生かせる活動には、どんなものがあるとお考えですか。（あてはまるもの３つまで） トイチイキユウシカクシャチシキケイケンイカツドウカンガ

		※　その他の記載事項について タキサイジコウ

		・地域の特産や名所などの体験活動や地域検定など チイキトクサンメイショタイケンカツドウチイキケンテイ		・PTA活動・地域協議会活動

		・生涯学習、地域教育の理念の普及　 ショウガイガクシュウチイキキョウイクリネンフキュウ		・人と人をつなげること

		・地域イベントなどへの協力　 チイキキョウリョク		・自治会活動への参画

		　全体に「学校支援ボランティアのコーディネーション」に生かされていると回答した値が61.9％と高いことが分かる。次は「公民館・図書館等の行事や事業協力」の44.6％である。また、特別支援学校では、「ジュニアリーダースクラブや地域青少年育成組織などでの指導、助言」が48.3％で一番高くなっていることが分かる。 ゼンタイガッコウシエンイカイトウタカワツギコウミンカントショカントウギョウジジギョウキョウリョク

		　なお、平成18年度グラフ（右記）と比較してしてみると「学校支援ボランティアのコーディネーション」に生かされていると回答した値が9.4ポイント高くなったことが分かる。 ヘイセイネンドミギキヒカクガッコウシエンイカイトウタカワ

																								全体(ｎ=886) ゼンタイ		行政(ｎ=125) ギョウセイ		特別支援学校(ｎ=29) トクベツシエンガッコウ		高等学校(ｎ=90) コウトウガッコウ		中学校(ｎ=195) チュウガッコウ		小学校(ｎ=447) ショウガッコウ				全体(ｎ=886) ゼンタイ

																		訂正 テイセイ		その他				1.2%		1.6%		6.9%		3.3%		0.5%		0.7%				1.2%

																				生涯学習や社会教育に関する調査研究の委員等				23.5%		16.8%		17.2%		35.6%		24.1%		23.0%				23.5%

																				家庭教育学級等での支援や助言				26.1%		26.4%		17.2%		11.1%		27.7%		28.9%				26.1%

																				社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくりへの参画				27.0%		19.2%		17.2%		16.7%		32.8%		29.3%				27.0%

																				　　　　　　ジュニアリーダースクラブや地域青少年育成組織（育成会等）などでの指導、助言				29.8%		44.8%		48.3%		36.7%		25.1%		25.1%				29.8%

																				地域のスポーツ活動の指導や助言				29.8%		22.4%		31.0%		31.1%		34.4%		29.5%				29.8%

																				青年の家、自然の家等の行事や事業への協力				34.4%		31.2%		17.2%		45.6%		35.4%		33.8%				34.4%

																				公民館・図書館等の行事や事業への協力				44.6%		51.2%		31.0%		40.0%		43.6%		45.0%				44.6%

																				学校支援ボランティアのコーディネーション				61.9%		68.8%		48.3%		40.0%		59.0%		66.4%				61.9%

		右側に比較では？ ミギガワヒカク





		公民館等の行事や事業への協力		公民館等の行事や事業への協力		公民館等の行事や事業への協力		公民館等の行事や事業への協力		公民館等の行事や事業への協力

		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション		学校支援ボランティアのコーディネーション

		青年の家、自然の家等の行事や事業への協力		青年の家、自然の家等の行事や事業への協力		青年の家、自然の家等の行事や事業への協力		青年の家、自然の家等の行事や事業への協力		青年の家、自然の家等の行事や事業への協力

		家庭教育学級等での支援や助言		家庭教育学級等での支援や助言		家庭教育学級等での支援や助言		家庭教育学級等での支援や助言		家庭教育学級等での支援や助言

		社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくり		社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくり		社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくり		社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくり		社会教育委員等、地域の生涯学習推進計画づくり

		地域のスポーツ活動の指導、助言		地域のスポーツ活動の指導、助言		地域のスポーツ活動の指導、助言		地域のスポーツ活動の指導、助言		地域のスポーツ活動の指導、助言

		地域青少年育成組織などでの指導、助言		地域青少年育成組織などでの指導、助言		地域青少年育成組織などでの指導、助言		地域青少年育成組織などでの指導、助言		地域青少年育成組織などでの指導、助言

		生涯学習や社会教育の調査研究の委員等		生涯学習や社会教育の調査研究の委員等		生涯学習や社会教育の調査研究の委員等		生涯学習や社会教育の調査研究の委員等		生涯学習や社会教育の調査研究の委員等

		その他		その他		その他		その他		その他



小学校
(n=386)

中学校
(n=213)

高校
(n=81)

盲・聾・養
(n=25)

全体
(n=705)

資料４　有資格教員としての知識が生かせる地域での活動（H18)

0.5984455959
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0.2487046632

0.3333333333
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0.12

0.2624113475

0.2331606218

0.2253521127

0.2962962963

0.2

0.2368794326

0.2150259067

0.2159624413

0.2716049383

0.36

0.2269503546

0.0051813472

0.014084507

0.012345679

0

0.0085106383
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生涯学習係・地域連携係
等の設置率

社会教育主事有資格教員
の担当率

小学校
（n=392)

９８．７％ ２３．２％

中学校
(n=166)

９７．５％ ２６．２％

県立学校
（n=84）

６３．２％ ３．５％

Ｈ２５年８月現在

→有資格教員としてのスキルを生かせる体制でない。

しかし、校内体制は整っていない

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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32.0%

43.7%

45.7%

47.8%

56.6%

69.5%

0% 20% 40% 60% 80%

地域や社会教育との連携の必要性を校内に伝達

校内の現職教育やPTA研修の企画・立案・運営

地域連携分野において教頭・副校長と一緒に活動

し補佐

学校支援ボランティア等の募集や連絡調整

地域に関する教育資源情報の収集・提供

学校と地域が連携した学習・交流活動の企画・立案

を支援

社会教育主事有資格者が果たす役割についての期待

（管理職への調査） 複数回答(ｎ=886)

栃木県総合教育センター調査（Ｈ２４）

【管理職の認識】

管理職は資格を生かしてもらいたい背景③

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度


グラフ1



食費	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	12	17	22	14	12	19	ガソリン代	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	17	11	29	10	17	15	宿泊費	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	10	21	14	17	10	20	

Sheet1

				食費		ガソリン代		宿泊費

		1 月		12		17		10

		2 月		17		11		21

		3 月		22		29		14

		4 月		14		10		17

		5 月		12		17		10

		6 月		19		15		20
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地域連携教員

総合教育センター 教育事務所

指 
名

校 長

県・市町教育委員会

研修機会の
提供

情報提供・
研修

情
報
提
供

資
格
取
得

●地域連携
 教員研修

●成果等の
調査研究

●学校個別    
支援

●地域情報の
提供

●相談窓口
●ネットワーク
構築支援

（４）地域連携教員への支援体制

設置とともに支援体制を構築して持続可能な取組に

栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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地域連携教員の内訳（令和５年度）
栃 木 県 の 地 域 連 携 教 員 制 度
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３ 地域連携教員制度の効果と課題

Crimson Glory
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（１）地域連携教員の認識

「とても感じる」と「少し感じる」を合わせると８６．９％と
なり、約９割の地域連携教員が設置の重要性を感じている。

「地域連携教員の実態に関する調査研究」栃木県総合教育センター（H27)

栃木県の地域連携教員制度地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題


グラフ1



食費	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	12	17	22	14	12	19	ガソリン代	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	17	11	29	10	17	15	宿泊費	1 月	2 月	3 月	4 月	5 月	6 月	10	21	14	17	10	20	

Sheet1

				食費		ガソリン代		宿泊費

		1 月		12		17		10

		2 月		17		11		21

		3 月		22		29		14

		4 月		14		10		17

		5 月		12		17		10

		6 月		19		15		20







24

【地域連携教員として業務を進めてきての効果】

（２）地域連携教員の効果

「地域連携教員の実態に関する調査研究」栃木県総合教育センター（H27)

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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（３）資格の有無と効果
％

「栃木県の地域連携教員設置におけるその効果と課題」
国立教育政策研究所社会教育実践研究センター 実務研修生研究報告書（H28） を基に作成

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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「栃木県の地域連携教員設置
におけるその効果と課題」
平成28年度国立教育政策研
究所社会教育実践研究セン
ター実務研修生研究報告書

（３）資格の有無と効果

有資格の地域連携教員
と地域コーディネーター
双方の設置が相乗効果
となり、多くの効果を生み
出す。

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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（４）地域連携教員の課題
【地域連携教員として業務を進めてきての課題】

「地域連携教員の実態に関する調査研究」栃木県総合教育センター（H27)

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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（５）地域連携教員制度の課題
○社会教育主事講習派遣の困難化

→派遣できる教員の不足（教員の状況）

→派遣の意義の理解不足

○社会教育主事有資格教員の指名促進
→チーム体制の構築

→校務分掌での配慮

○事務職員の指名
→事務職員の有資格者の活躍

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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（６）今後の地域連携教員への期待
○地域とともにある学校づくりの促進役
→コミュニティ・スクールの設置と効果的な運用促進
→地域の教育資源を活用した特色ある学校づくりの促進

○地域の教育資源の発掘と活用
→社会に開かれた教育課程の実現
→主体的・対話的で深い学びの支援

○学校を核とした地域づくりの発信役
→学校での教育活動と地域活動の橋渡し役
→地域づくりの視点をもった教育活動の推進

地 域 連 携 教 員 制 度 の 効 果 と 課 題
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ご清聴ありがとうございました。

中央教育審議会生涯学習分科会社会教育人材部会
 令和５年９月７日（木）

於：文部科学省東館３階第一講堂


	地域と学校の協働における      �社会教育人材の役割・活躍機会
	１　地域学校協働活動における�　　社会教育士への期待
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	２　栃木県の地域連携教員制度　
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	（１）地域連携教員の設置
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	社会教育主事有資格教員の全校配置計画
	社会教育主事有資格教員の状況
	有資格教員は資格を生かしたい
	しかし、校内体制は整っていない
	管理職は資格を生かしてもらいたい
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	３　地域連携教員制度の効果と課題
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30

